
『ボヴァリ一夫人』における語り手の問題*1

田口紀子

1 .小説の f語り手J

1-1.発話としての小説

「文jがあるまとまった意味を持った，文法的に適切な形式であるのに対し

て， r発話jはその「文jがある具体的な状況で，特定の話者によって，特定
の開き手に対して用いられたものであるor文jの中の代名詞や指呼詞 *2は，
発話の状況の中ではじめて具体的に何を指しているのか決定されることができ

るO 辞書の例文としてヲ[いてある“11est interdit de fumer ici."は，その意味は

理解されるが "ici"がどこを指すのかは，その文が具体的な発話状況の中で

用いられてはじめて決められるのであるG すると我々が小説のテクストの代名

詞や指呼誌が何を指しているのかを正しく理解することができるのは，それら

が小説の中の具体的な状況の中で解釈されているからに勉ならない。このこと

はすなわち，小説のテクストは，特定の話者によって特定の開き手に対して行

われる発話であることを意味しているO

実捺ほとんどの一人称小説は，特定の登場人物が語り手として自らの体験を

語るという設定がとられているし*3 三人称の物語でも その物語りを語る人

物と具体的な開き手とが，小説の導入部のみに現れる例も少なくないペフラ

ンス文学では小説というジャンルが文学のー形慧として文壇に認められたのは，

詩や演劇に比べると大幅に遅れて18世紀以降のことであるが特にその初期に

こうした語る人物を登場させるケースが多いのは 物語の信憲性への配慮とと

もに語られるべき物語をどのように読者に提示するかという問題が未解決で

あったことを示唆しているように思われる。 diegeseの宿命である媒介性，百
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い換えれば小説が持つ表現手段としての間接性は，媒介者を小説苦界内に設定

することで一応概上げされることができたのであるつ

しかし語り手がそれとわかる形で小説世界に設定されないいわゆる三人材、小

説にも，物語を語る存在は前提されているo Gerard Genetteは小説のテクスト

の持つ編集物としての性格(事件が必ずしも起こった順序の通りに語られると

は限らないこと，物語上の時間が短縮されたり，ヲ|き延ばされたりすること，

場面が様々な視点から描かれ得ること，など)に注目し，三人称の小説であっ

てもこれらの編集作業，すなわち事件の媒介を行う存在が，物語世界外に前提

されていると考えた*二

この三人称小説の語り手が，一人称の語り手を含めた通常の登場人物と異な

るのは，その「全知J(omniscience) と「遍在性J(omnipr毛sence) においてで

ある O 小説世界が我々の住む世界と共有する物理的ロジックに制約されないこ

の語り手は，自らが笠場人物である一人称の語り手と違って，原則的にあらゆ

る畳場人物の内面を解き明かし，また登場人物たちの隠された過去の秘密を暴

いたり，未来の運命を予言したりすることができ (omniscience)，さらに一人

でいる人物を描写したり，同時に複数の異なった場所で起こった事件を伝える

ことも自由である (onmipresence)0 この三人称小説に国有の持外の語り手は，

自ら「なJとして現れ，事件や人物に対する批判を述べたり背景説明を加えた

りするかなり顕在的な存在から，テクスト上にほとんど痕跡を残さないケース

まで，その現れ方にかなりの幅があるぺしかしいずれの場合でも，物語を媒

介する存在として，フィクションの構造の一部であることにかわりはないので

ある O

そして「語り手jがフィクションの構造の一部であるということは， r聞き
手jもまたその構造の一部としてフィクションに組み込まれているということ

である O この開き手も，一人称の語りの場合には.小説世界の中で一人の，あ

るい辻複数の登場人物がその役割を果たすことになる O 独唱型 *7の書簡イ本小説

や， 日記体小説，回想、録のようなテクストでは，実際には開き手は小説世界に

登場しないが，それらのテクストが，特定の相手.問時代あるいは未来の不特
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定の読者，または未来の自分に向かつて書かれたものであることには変わりな

い。テクスト中に現れる二人称への呼び汚=け，命令文，疑問文などは，それら

の f開き手jが潜在的にテクストに組み込まれていることを示しているO

三人称、の語り手にとっての開き手は「読者Jであるが，これも語り手が作者

と同一でないのと同じ理由で，実際の読者とは異なった，抽象的な役割として

の f読者jである *80 rゴワオ爺さん』の語り手は，読者に「白い手にこの本

を持ち，柔らかい安楽椅子に深々と身を沈めているあなたjと呼びかけている

が，実際の読者は，テクストに現れた「読者jのイメージが自分から遠いもの

であっても，それが自らに対する呼びかけでもあることを感じ，その「読者j

の役裂を引き受けるのである。

以上の講造を図式化すると次のようになる *90

作者一十語り手一物語一開き手ト読者

小説作品

1-2. rボヴアワー夫人』の「語り手j
小説をこのような構造を持ったものとして考える時 フロベールの『ボヴァ

リ一夫人jについて言われる「客観小説jとは どのような意味を持つものだ

ろう治、

文学史の上では，フロベールは写実主義作家と位置づけられ，彼の弟子であ

り自ら小説において「自然主義」を標梼するゾラに受け継がれることになる，

小説の客観性というテーズを確立したと言われている *100 確かにこの f地方風

俗j (“Maurs de provi町 e") という副題を持った小説は当時実際にあった事件

にとントを得たものであり，ノルマンデイーの地方都市で起こった取り立てて

例外的とも言えない小さな事件を，地方色の濃い背景描写を交えて取り上げた

作品であるO そしてそこでフロベールがもっとも意を用いたのが，テクストか

ら作者を排除することであった。円乍者は作品の中で，神が宇宙におけるよう

に，到るところに遍在しながら，どこにも姿を現さないようにしなければなり
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ませんO 芸術は第二の自然、なのですから この自然、の創造者も同じような態度

をとらなければならないのです。ありとあらゆるものの微塵に到るまで，すべ

ての面で，語れた無限の不惑不動性を感じさせることです*lloJ

このように物語が作者の主観を離れたものである時， I語り手Jはどのよう

に物語を語り得るのだろうか。テクストが客観的であるならば語ち手は純粋

なカメラ・アイになって，事件を直接的に示す以外ないように思われる C 実際

小説のレアリスムということは，テクスト上からの語り手の消失と，姿のない

語り手が持つ全知と遍在性によって，あまねく照らし出された小説世界を前提

に論じられる事が多し ¥0 だがこの作品は必ずしもそのような一義的解釈を許さ

ないように見える。

まず語り手の消失という点に関しては，これまで見てきたように小説から原

期的に「語り手jが捨象できない以上 その「語り手jは何らかのあり方をし

なければならない。そして『ボヴァリ一夫人jのテクストに現れた語り手は実

は我々が予想する以上に顕在的なのである O 地の丈に頻繁に現れる主観的形容

詞や関投請をはじめとして 我々がこの作品を読んですぐに気がつくのは，い

わば「個人的な語り口jとでもいうべき語りのスタイルである。

“(…) puisque personne， jamais， ne peut donner l'exacte mesure de ses besoins， 

ni de ses conceptions， ni de ses douleurs， et司uela parole humaine est comme un 

chaudron fをleou nous battons des mをlodiesa faire danser les ours， quand on 

voudrait attendrir lesをtoilesプ (MBp.466) 指!~

“一-car tout bourgeois， dans l'echauffement de sa jeunesse， ne fut-ce qu'un 

jour， une minute. s'est cru capable d'immenses passions， de hautes entreprises. 

Le plus mediocre libertin a rev毛dessultanes; chaque notaIre porte en soi les 

debris d'un poeteプ (MBp. 555-556) 

‘(…) u町 demandepecuniaire. de toutes les bourrasques qui tombent sur 

l'amour. etant la plus froide et la plus deracinante" (MB p. 575) 
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このほかにも作品中に数多く見られる，地の文に現れた「個人的」見解や比聡

表現は，強く語り手の主観を反映したものであるG

またこの作品の持つアイロニーに注目した批評家は少くない。例えばラボッ

クは，その刊、説の技術jの中で， r彼(フロベール)は，エンマを主観的に
して，彼女の目を通して見れることができるような場所に読者をおく

ト・けだが，同時に読者が完全に彼女と一体になることを妨げる，一種の

冷淡さを保ち続けるのだ。ト・・)これが，この愚かな女の魂なのだ，と O

そういうほのかなアイロニーが，絶えず感じられる。J(68-69頁)と，テクス

トの背後に常に存在する語り手の批判的な視線を指捕している。アイロニーの

問題は話法の開題と関連するが，語り手の判断が，開題になっている人物のそ

れと異なることが詞時に伝えられてはじめて成立するものである。

さらに「全知j と「遍在性jに関しても，必ずしも原則から期待されるよう

にすべてがくまなく描き出されているわけではない。もちろんフロベールが登

場人物の視点を通して風景描写や事件の報告を行うことはよく知られているが，

その場合は本来すべてを見ることができるはずの語り手の視野が制限されてい

ることは言うまでもない。エマの父親が娘にシャルルの求婚を知らせて意見を

開く場面は，屋敷の外で知らせを待つシャルルの視点から措かれているので，

読者にはいっさい描写されない。

しかし借金に追いつめられたエマがピネに算段をたのむ場面が，それまでほ

とんど登場しなかったカロン夫人とテュヴァッシュ夫人が 向かいの家の屋根

裏部屋からどネの家の屋根裏部屋での二人の場面を盗み見する〈声は関こえな

い)という設定になっているのは，明らかにこの場面を亘接描写することをさ

けるためだけの視点の選択であるように思われるO

さらにこのような具体的登場人物という視野の制限がないときでさえも，事

件のある部分が故意に描写されないことがあるO エマがレオンとルーアンの町

を辻馬車に乗って逢い引きする場面では，それが二人の主人公にとって決定的

な事件であり， しかもかなり長い時間にわたっているにも関わらず，馬車の中

の描写はいっさい行われない。馬車の中から怒鳴る声によってあてもなく走り
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困る御者の当惑した様子と，窓掛けを蜂ろした馬車が何度も現れるのに驚く町

の人々，一度手袋を詰めない手が窓掛けの下からのぞいて紙切れを投げたこと，

そして六時頃馬車が止まり中から「一人の女Jが出てきてヴェールをかけたま

ま振り向きもせず歩き去ったことが述べられているだけである O この場面では

特に二人の行動を観察する第三の人物が登場してその人物の視点を借りて事件

が語られているのではなしL 二人がルーアンで逢い引きしていることは関係者

は誰も知らないのである。すると二人の乗った馬車を外から見ているのは語り

手自身以外あり得ず，その語り手が馬車の内部を搭写することができないこと

が，語り手の存在を小説世界で非常に具体的に感じられるものにしているので

ある O

このような語り手の具体的な存在はこの作品の言語構造にも見ることができ

るo rボヴァ 1)一夫人』はほとんどの部分が入者、は三人材、 時制は単純過去と
半過去を基調としたものであるが*ヘその間外が何健所かある O その 1つが冒

頭の部分である O

“Nous etions a 1モtude，quand le Proviseur entra， suivi d'un nouveau habill毛en

bourgeois et d'un garcon de classe qui portait un grand pupitre. Ceux司ul

dormaient se reveillerent， et chacun se leva comme surpris dans son travail. 

Le Proviseur空金主主 fitsigne de竺竺竺srasseoir; puis， se tournant vers le maitre 

d'毛tudes

(Monsieur Roger， lui dit-il a demi -voix， VOlCl un 討をve que je vous 

recommande， il entre en cinquieme. Si son travail et sa conduite sont meritoires， 

il passera dans les grands， OU l'appelle son age)山 1 (MB p. 293) 

この冒頭の“nous"はあまりにも有名であり，様々な解釈がこれまで試みられ

ているが，ここで f新入生jとして登場するシャ Yレル・ボヴァリー，ついでそ

の妻となるエマ・ボヴァリーに話が移り，物語が本格的に姶まると， I怠たちJ

はテクスト上から姿を消す。しかし「私jがこの時シャルルが転校してきたク
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ラスの生徒の一人だったことは否定できない事実であり，その「私Jがシャル

ルとその妻エマの悲劇の語り手であることも疑い得なし玉。

そしてこの語り手は物語の最後で ボヴァリ一夫妻が死んでしまった後に間

接的な形でではあるが再び登場するO

“Quand tout fut vendu， il resta douze francs soixante et quinze centimes qui 

servirent a payer le voyage de mademoiselle Bovary chez sa grand -mere. La 

bonne femme mourut dans l'annee meme; le pere Rouault etant paralys毛， ce fut 

une tante qui s'en chargea. Elle est pauvre et l'envoie， pour gagner sa vie， dans 

une filature de coton. 

Depuis la mort de Bovary， trois m毛decinsse sont succ毛dea Yonville sans 

pouvoir y reussir， tant M. Homais les a tout de suite battus en breche. Il fait 

une c1ient討ed'enfer; l'autorit岳民 menage et l'opinion publique le protege. 

Il vient de recevoir la croix d'honneur." (MB p. 611) 

引用のはじめの部分は夫妻の娘の穿の振り方が単経過去で述べられているが，

彼女を最終的にヲiき取った叔母に関する叙述から唐突に現在形に代わっているO

その後の，ヨンヴイルでの出来事はすべて現在時を中心としたディスクールで

述べられ，最後の文章は近接過去で「オメーが勲章をもらったところだJと結

んであるO つまり夫妻の死後のヨンヴィルにこの語り手は住んでいるのであり，

才メーの受賞のうわさを開いたところだというのであるO

このように物語のはじめと結末で表面に姿を見せる語り手は，具体的な登場

人物であるO しかしその人物がボヴァリ一夫妻の物語の語り手となるとき，

f全知jと「遍在性jを駆使して登場人物の内面を自由に描き，人物の視点を

借りて情景描写を行うのである O

『ボヴァリ一夫人jの語り手の物語世界に対するこのような暖味な関係は，

fレアリスム小説における語り手の消失jという公式では説明できないもので

あるように思われるO 以下，語り手を指示する要素の一つである視点の開題を
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取り上げ，この作品において語り手がどのように現れ，いかなる意味を担って

いるのかを考えてみたい。

2.語り手の視点

2-1.内的焦点化

フロベールの小説技法としてよく指摘されるのが GeneUeの言う「内的焦

点化J* 15であり， rボヴアワー夫人』にも数多く観察されるo GeneUeはこの概
念を「視野の創設J，つまり登場人物の内面に語母子の視野が制限されている

とし寸意味で、用いている O この登場人物に対する内的焦点化は，三人材、の語り

手の「全知jの現れの一つであり，一人称の語り手や，人格を与えられた語り

手は， r後からわかったことだが」あるいは「想像するに」といった保留なし
では，自分以外の人物に対してこのような描写をすることができなし )0

“Un souci meilleur vint le distraire， a savoir la grossesse de sa femme. A 

mesure que le terme en approchait， il la cherissait davantage. C'etait un autre 

lien de la chair s'etablissant， et comme le sentiment continu d'une union plus 

complexe. Quand il voyait de loin sa demarche paresseuse et sa taille tourner 

mollement sur ses hanches sans corset; quand， vis-a-vis l'un de l'autre， il la 

contemplait tout a l'aisεet qu'elle prenait， assise， des poses fatiguees dans son 

fauteuil， alors sonむo凶 eurne se tenait plus， (...) L'id毛ed'avoir e昭 endrをle

delectait. Rien ne lui manquait a present. Il connaissait l'existence humaine tout 

du long， et il s'y attablait sur les deux coudes avec ser・enitι

Emma. d'abord， sentit un grand etonnement， puis eut envie d'etre d毛livree.

pour savoir quel1e chose c'etait que d'etre mをre.Mais， ne pouvant faire les 

depenses qu'elle voulait， avoir un berceau en nacelle avec des rideaux de soie 

rose et des beguins brodes， elle renonca au trousseau， dans un accをs

d'amertume， et le commanda d'un seul coup a une ouvriere du village， sans rien 

choisir ni discuter. (…) " (MB p. 371) 

- 8 -



ここではエマの妊娠という事実に対してシャルルとエマがどのように感じたか

を，相次ぐ内的焦点化によって対照的に示しているO その内容は二人がそれぞ

れ口にしたことではないが，語り手は自由に彼らの心の中を嘆き，分析さえし

てみせ，二人の反応の違いを対比することによって強調しているのであるO

さらにフロベールは，ある情景を登場人物の EHこ映ったものとして描写する

ことがよくあるが これも広い意味での内的焦点化といえるだろう O 次にあげ

るのは，エマが結婚した夜はじめてシャルルの家に入る場面であるO

“La facade de briq ues毛taitjuste a l'alignement de la rue， ou de la route 

plutot. Derriere la porte se trouvaient accroches un manteau a petit collet， une 

bride， une casquette de cuir noir， et， dans un coin， a terre， une paire de 

houseaux encore couverts de boue s会che.A droite吾taitla salle， c'est-a-dire 

l'appartement ou l'on ma時 eaitet OU l'on se tenait. (…) De l' autre cote du 

corridor etait le cabinet de Charles， petite piece de six pas de large environ， 

avec une table， trois chaises et un fauteuil de bureau. (…) venait ensuite， 

s'ouvrant imm毛diatementsur la cour， OU se trouvait 1モcurie，une grande piece 

delabr毛equi avait un four， et qui servait maintenant de bucher， de cellier， de 

garde-magasin， pleine de vieilles ferrailles， de tonneaux vides， d'instruments de 

culture hors de service， avec quantite d'autres choses poussiereuses dont il etait 

impossible de deviner l'usage. 

Le jardin， plus long que large， allait， entre deux murs de bauge couverts 

d'abricots en espalier， jusqu'a une haie d'をpinesqui le separait des champs. n y 

avait， au milieu， un cadran solaire en ardoise， sur un piedestal de maconnerie; 

(…) Tout au fond， sous les sapinettes， un cure de platre lisait son br毛vlal代 s.

Emma monta dans les chambres. La premiere n'etait point meublee; mais la 

seconde， qui etait la chambre conjugale， avait un lit d'acajou dans une alcδve a 

draperie rouge. (…)" (BM p.319-320) 
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下線をほどこしたのはデイクティック，あるいはそれに準じた表現である。

視点は初めてこの家を訪れたエマのそれであり，彼女が家の中を案内されて見

て回るにつれて視線も動しhていくのがよくわかる O それは時折はさまれるエマ

の移動の叙述によってつながれて 読者はエマとともにこの家を発見するので

ある O この種の描写は数多く見られ，ボヴアワー夫妻が招かれたヴォーピエ

サールの城の描写も，特にエマたちの馬車が進んでいくという叙述はないにも

かかわらず，まず域の建物全体が遠景から描かれ，次に庭の様子，正面玄関，

玄関の広間， という風に，エマの視点の変化に沿った描写がされている O さら

に興味深いのは，夫妻が玄関に通された後の次のような叙述である O

“Il etait pave de dalles en marbre， tres haut. et le bruit des pas avec celui des 

voix y retentissait comme dans une eglise. E立三笠空 montaitunεscalier droit， et ~ 

星空主主空空 unegalerie donnant sur le jardin conduisait a la salle de billard， dont on 

entendait， des la porte， caramboler les boules d 'ivoire.し)" (MB p. 334) 

下線を施した，エマの位置を中心にしたデイクティックと並んで，聴覚に関す

る記述がされている o i足音と声が，まるで教会の中のように反響していたj

fビリヤード室の扉から象牙の玉のふれあう音が開こえていたjつまり語り手

が借ちているのは，エマの視点だけではなし彼女の感覚なのである O

しかし，主人公の知覚を告りて情景描写をするとき，語り手はその人物の認

識，判断そのものを借用するのだろうか。 内的焦点化がその人物の内面に映っ

たものをそのまま描くことである以上，その入物の知覚を描くことは，その裏

にある人物の認識を描くことになる O 次にあげるの三つの笛所は，エマの精神

状態をそのまま反映した部分として引用されることの多い描写である O

“Et elle restait a faire rougir les pincettes， ou regardant la pluie tomber. 

Comme elle etait triste， le dimanche， quand on sonnait les vをpres! Elle 

ecoutait， dans un hebetement attentif， tinter un a un les coups feles de la cloche. 

-10-



Quelque chat sur les toits， marchant lentement， bombait son dos aux rayons 

pales du soleil. Le vent， sur la grande route， soufflait des train毛esde poussiをre.

Au loin， parfois， un chien hurlait : et la cloche， a temps egaux， continuait sa 

sonnerie monotone弓uise perdait dans la campag民" (MB p. 349) 

凡庸な夫との結婚生活に失望し，一入で無為な毎日を送っているエマが窓から

克た町の光景であるO 彼女の自に映るのは，家の屋根で背中を丸める猫と，通

りのほこりを巻き上げる風だけであり，開こえるのは唆鐘の鐘の音と時たまの

犬の遠吠えだけであるO 特にこの情景が一回だけ知覚された具体的なものでは

なく，欝々とした長いE々の関にエマが日にした夕暮れ時の町の光景を半過去

時制や「時々jといった表現で総合したものであることが，この描写の主観的

性格を強くしているO

‘(…) Le ciel etait devenu bleu. Les feuilles ne remuaient pas. 11 y avait de 

grands espaces pleins de bruyeres tout en fleurs; et des nappes de violeUes 

s'alternaient avec le fouillis des arbres， quiをtaientgris， fauves ou dores， selon 

la diversite des feuillages. Souvent on entendait， sous les buissons， glisser un 

petit battement d'ailes， ou bien le cri rauque et doux des corbeaux， qui 

s'e町 olaientdans les chenes." (MB p.436) 

エマとロドルフが初めて二人だけで馬で遠乗りしたときにエマの自に映った森

の様子が，馬を進めるにつれて移動する彼女の視点に沿って描かれているO 青

い空，花の咲き乱れたヒース，スミレ，色づいた本の葉，かすかに開こえる羽

音，カラスの優しいかすれた鳴き声，といった描写から感じられるのは，これ

までの味気ない日常生活から自分を救い出してくれるかもしれない，新しい愛

靖の予感にあふれた幸福感であるO そして

‘〈…)Le sol， sous ses pieds， etait plus mou Qu'une onde et les sillons lui 
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parurent d'immenses vagues brunes， qui deferlaient. Tout ce qu'il y avait dans 

sa tをtede r毛miniscences，d'id毛es，s'echappait a la fois， d'un seul bond， comme les 

mille pieces d'un feu d'artifice. (…) " (謎Bp. 577) 

借金に追いつめられたエマが，最後の頼みにしたロドルフから援助を断られ，

帰る途中に見る地面とま田の自主:は 普通の地面や畦ではなく エマの追いつめら

れた靖神状態が彼女に見せたイメージである O これに続いて彼女の精神的発作

による幻覚の描写が繰り広げられるG

2-2. r語り手jへの内的焦点化
このように内的焦点化による情景描写は，その人物の主観に強く染まったも

のになるのが普通である。しかしいくつかの場面では 登場人物の視線を借り

ていながら，別の主観や判断を感じさせる描写がなされている O 次の引用はエ

マがレオンと逢い引きするために乗り合い馬車でルーアンに向かう場面である C

“Emma la [ニlarouteJ connaissait d'un bout a l'autre; elle savait qu'apres 

un herbage il y avait un poteau， ensuite un or犯e，une grange ou une cahute de 

cantonnier; quelquefois mをme，afin de se faire des surprises， elle fermait les 

yeux. Mais elle ne perdait jamais le sentiment net de la distancεa parcourir. 

Enfin， les maisons de briques se rapprochaient， la terre resonnait sous Ies 

roues， l'Hirl仰 delle glissait entre des jardins， OU l'on apercevait， par une 

claire-voie， des statues， un vignot， des ifs taiU毛set une escarpolette. Puis， d'un 

seul coup d'ぽil，la ville apparaissait. 

Descendant tout en amphitheatre et noyee dans le brouillard， el1e s'elargissait 

au dela des ponts， confus台nent.La pleine campagne remontait ensuite d'un 

mouvement monotone， jusqu'a toucher au loin la base indecise du ciel pale. Ainsi 

vu d'en haut， le paysage tout entier avait l'air immobile comme une peinture; les 

navires a 1 'ancre se tassaient dans un coin; le fleuve arrondissait sa courbe au 
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pied des collines vertes， et les iles， de forme oblongue， semblaient sur l'eau de 

grands poissons noirs arretお.Les chemin岳esdes usines poussaient d'immenses 

panaches bruns qui s'envolaient par le bout. On entendait le ronflement des 

fonderies avec le carillon clair des吾glises司uise dressaient dans la るrume.Les 

arbres des boulevards， sans feuilles， faisaient des broussailles violettes au 

milieu des maisons， et les toits， tout reluisants de pluie， miroitaient in毛galement，

selon la hauteur des quartiers. Parfois un coup de vent emportait les nuages 

vers la cote Sainte-Catherine， comme des flots aeriens qui se brisaient en 

silence contre une falaise." (MB p. 530-531) 

ヱマはしオンと関係を持つようになり ピアノを習いに行くという口実の元

に，毎週木曜Eルーアンへの馬車に乗るO そんなある木曜日のエマのルーアン

行きの場面であるO テクストはまずエマがこの道をよく知っていること，彼女

がわざと驚きを求めて目をつぶることがあること，それでもこれから先どのく

らいの道のりがあるのかはっきり知っていたこと等を，エマに対する内的焦点

化の手法で語るO この焦点化が導入となって，その後の車窓の光景描写は，エ

マの視線から行われているO ルーアンの町は「突如としてjパノラミックな情

景の中に「階段状に降下し，霧の中に沈んでj見えてくる。そして霧のために

れまんやりとj しか見えなかった町が，次第に「錨を降ろした船が片棋にひし

めき合いJr )'1は緑の丘の麓を巡りJr細長い島々は捕らえられた大きな黒い魚
のように水の上に浮かんでいたjというように具体的な地勢や港の船が認めら

れるようになり，さらには f霧の中にそびえる聖堂Jr大通りの葉を落とした
木々は，家々の詞に紫の茨の茂みのように見え，雨に光る屋根屋根は，その町

の高さに応じて異なった反射を見せていたjとより細部にまで目が届いた描写

が施されているO このように，高から低へ，遠から近へという視点の変化は，

次第に町に近づいていくエマの視線の変化そのものであるO

さらに fついに (enfin)J rそれから (puis)J rそして (ensuite)Jという副詞匂
も具体的な旅程の進行を示しているし， rこのように高みから見おろすと
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(ainsi vu d'en haut) Jあるい辻「しばしば(parfois)Jとし寸表現は，実擦の具

体的知覚があってはじめて可龍である O

しかし，それぞれの描写に用いられたイメージは，必ずしもエマ自身が喚起

しているイメージではないように思われる or風景全体は一幅の絵画のように

動かなかったJr広々とした平野が単調な起伏を見せ，青白い空のはっきりし
ない境に届くまで続いていたJr一吹きの風が，静寂の中で空気の波が断崖に
当たって崩れるように，雲を聖カトリーヌの丘に運んでいたjまた上で引用し

た f捕らえられた魚」といった 不動性を基調とした描写は，エマがことさら

目を閉じてまで自らのうちに生かしておきたがっている，新しい恋がもたらし

てくれるに違いない「幸福Jr情熱Jr脱出jというイメージとは相容れないも
のである o Mieke Balはこの桔違に注目して この部分にエマに対する焦点化

と，語り手自身の焦点化の二つが重なっていると説明している*九つまり，エ

マの物理的視殺をf昔りていながら，そこに見える光景は語り手によって解釈さ

れ意味づけされた光景である O この意味づけによって語ち手は，エマの単調な

生活からの脱出の顕いが結局はかなえられないものであること，エマがルーア

ンに夢見ている「パピロンの都jのイメージは幻想にすぎないことを，亘接介

入以外の方法で読者に伝えていると Balは指摘している O ここに常にエマと共

に行動し，彼女が見る景色を共に見ながら，彼女とは加の現実的なまなざしで

彼女の幻想を暴き立てる「語り手jの姿が我々にはっきり見えてこないだろ

うか。

2-3. r語り手Jの出現
我々が語り手の姿を明確に認めることができる場面は， r農事共進会jの場
面である O 次の引用は，お祭り騒ぎの中を，エマとロドルフがぶらぶら歩きな

がら交わす会話に続く風景描写である O

“Le pr毛commencaita se remplir， et les menageres vous heurtaient avec leurs 

grands parapl旦豆S，leurs pani竺竺 etleurs bambins. Souvent il fallait se deranger 
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devant une longue file de campagnardes， servantes en bas bleus， a souliers 

plats， a bagues d'argent， et qui sentaient le lait quand on passait pres d'elles. 

Elles marchaient en se tenant par la main. et se r毛pandaientainsi sur toutεla 

longueur de la prairie， depuis la ligne des trembles jusqu'a la tente du banquet. 

Mais c'etait le moment de l'examen， et les cultivateurs， les uns apres les autres， 

entraient dans une maniere d'hippodrome que formait une longue corde port毛e

sur des batons." (MB p. 415-416) 

下線を施した部分で用いられている代名詞“vous"と、n刊に注目したい。「あ

なたjとは言うまでもなく語り手が物語を語っている相手であるが，その fあ

なたjはエマやロドルフと共に共進会でにぎわう野京を散策し. Iおかみさん

たちの大きな雨傘や，かご¥連れられている子供たちとぶつかり」ながら見物

して由っている O この部分から，この物語で設定されている f聞き手jもまた

町の住人であると断定するのは，いささか早計であるかもしれない。しかし，

先にヲiいた『ゴワオ爺さんjの「あなたjがはっきりと本の読者を指していた

のに対して，ここの「あなたjが物語を直接聞いている人物であることに注目

したい。この間き手は，語り手と登場人物たちの物語世界を共有することがで

きる存在なのであるO

さらに「そばを通ると午乳のにおいがする農家の主婦や雇い女たちの長い列

のために， しばしばまわり道をしなけなければならなかったjのは，一人称，

二人称，三人称のすべてを潜在的に指示することができる“on"であり判

そこにはエマやロドルフだけでなく，語り手である「私Jと開き手である「あ

なた」も含まれうるのであるO 実際この作品の中で語り手の存在が感じられる

部分には、n"がしばしば観察されるO 先に引用したエマのルーアン行きの場

面で弘、白l'onapercevait， par une claire-voie， des statues， un vignot， des ifs 

taillをset une escarpolette"“On entendait le ronflement des fonderies avec le 

carillon clair des eglises弓uise dressaient dans la bru毘e."というように知覚

に関する叙述が“on"を主語としたものになっているのは，知覚の主体がエマ
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だけではなく，そこにいる語り手の「私jも含まれている事を示していると考

えられる O

「共進会Jの場面はしかも次のような非嘗に主観的な表現で始められている O

“Ils arriverent， en effet， ces fameux Comices! Des le matin de la solennite， tous 

les habitants， sur leurs portes， s 'entretenaient des preparatifs; on avait 

εnguirland毛 delierre le fronton de la malne; une tente， dans un prと etait

dress毛epour le festin， et， au milieu de la place， devant l'eglise， une espe討cede 

bom むarde devai比tsi培gna計le訂r1γ，三arri討ve佼ede iv班1.1たePr吋e訂fたetet le nom des cαul註出t討lva泣te伐叩urs

laur 毛匂ats.La garde n冶a抗山tionalede Buchy (iil 

venue s'adjoi出ndreau corps des pompiers. dont Binet毛taitle capitaine. Il portait， 

ce jour-la， un col encore plus haut que de coutume; et， sangle dans sa tunique， il 

avait le buste si raide et immobile. que toute la partie vitale de sa personne 

semblait etre descenduεdans ses deux jambes，司uise levaient en cadence， a pas 

marques， d'un seul mouvement. ζ空空豆竺 une ri valite su bsistait entre le 

percepteur et le colonel， l'un et l'autre， pour montrer leurs talents， faisaient a 

part man使uvrerleurs hommes. On voyait alternativement passer et repasser les 

epaulettes rouges et les plastrons noirs. Cela ne finissait pas et toujours 

recommencait! Jamais il n'y avait eu pareil deploiement de pompe! (…γ(MB  p. 

411) 

この場面にはまだエマもロドルフも，シャルルもオメーも登場していない。共

進会の準備の噂をする住人たち，消防隊長のピネの滑稽な扮装，交互に行進す

る由民軍と消防隊のきらびやかな様子は，語与手独自の目から見られたもので

ある O 特に冒頭の“eneffet"は 直前の章の最後のロドルフの内的焦点化“Ah!

parbleu! ajouta-t-il. voila les Comices bientot; elle [= EmmaJ y sera， je la 

verrai.討ouscommencerons， et hardiment， car c'est le plus sur." (MB p.411) 

を受けたものであり，この部分のディスクールが語り手のそれであることをは
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っきりと示しているO

それにも関わらず その主観的な語り口は 客観的な語、れた語り手のそれで

はなく，はなやぐ町の様子に日を見張り，“抗 lePrefet" (1知事さんJ)の登

場を心待ちにする一人の住人のそれである。「実際やってきた，その話題の共

進会は!J Iそれはいつまでも終わらず，何度でも繰り返した!こんな派手な

のはかつてあった試しがなかった U という主観的表現を含んだ感嘆文は，関

違いなく「個人的jな感想であるO さらに括弧の挿入や“comme"でわざわざ

加えられる補足説明は，この部分の語りが，聞き手にはっきりと向けられたも

のであることを伺わせるO さらに I(ピネの)体の中で生きているのはし..) 

二本の足ばかりになったという感じだ」の部分で用いられた動詞“sembler"や，

“On voyait alternativement passer et repasser (…)"という視覚の主体としての"

on"の使用は，これらの描写が実際の知覚に裏付けられた信人的なものである

ことを示唆しているO

さらに次の場面は，共進会でのハイライトである参事官の演説が始まったの

を，エマとロドルフが役場の二措の会議室から見物するところであるO テクス

トは，演説の内容とエマとロドルフの会話を，平行させて交互に出す形をとっ

ているが，引用の部分は参事官の演説のすぐ後に続く部分である。

“I1 n'avait pas besoin de l'appeler : car toutes les bouches de la multitude se 

tenaient ouvertes， comme pour boire ses paroles. Tuvache，き cot毛 delui， 

l' ecoutait enをcarquillantles yeux;担.Derozerays， de temps a autre， fermait 

doucement les paupieres; et plus loin， le pharmacien， avec son fils N apolをon

entre les jambes， bombait sa main contre son oreille pour ne pas perdre une 

seule syllabe. Les autres membres du jury balancaient lentement leur menton 

dans leur gilet， en signe d'approbation. Les pompiers， auむasde l' estrade， se 

reposaient sur leurs baionnettes; et Binet， immobile， restait le coude en dehors， 

avec la pointe du sabre en l' air. 11 entendait peut-etre， mais il ne devait rien 

apercevOlr a cause de la visiere de son casque qui lui descendait sur le nez. (…) 
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La place jus司u'auxmaisons etait comble de monde. On Y vOyalt des gens 

accoudes a toutes les fenetres， d'autres debout sur toutes les portes et Justin， 

devant la devanture de la pharmacie， paraissait tout fix毛dansla contemplation 

de ce司ぜilregardait. Malgre le silence， la voix de M. Lieuvain se perdait dans 

l'air. Elle vous arrivait par lambeaux de phrases， qu'interrompait ca et la le 

bruit des chaises dans la foule; puis 0n entendait， tout a coup， partir derriをre

soi un long mugissement de bauf， ou bien les belements des agneaux qui se 

r毛pondaientau coin des rues. En effet， les vachers et les bergers avaient pousse 

leurs b託esj usque-la， et elles beuglaient de temps a autre， tout en arrachant 

avec leur langue quelque bribe de feuillage司uileur pendait sur le musεau. 

Rodolphe s'役aitrapproche d'Emma， et il disait d'une voix basse， en parlant 

vite: (…) " (MB p. 424-425) 

冒頭の「彼はわざわざ注意を促す必要はなかったJというのは，直前に引用さ

れている演説の最後の文章「特にこの事に注意を促したしづを引き取ったもの

であるが，後にその理由が付け加えられていることからもわかるように，語り

手の恒人的判断である O その後に続く主だった聴衆の反応の描写は，ここでも

主観的なトーンの強いものであるつ描写は次に広場全誌を椅撤したものに変わ

るO 知覚動詩の主語に用いられているのはやはり“Onvoyait"“on entendait" 

と語り手と開き手をも含みうる、n"であるし，ここにも「ワュヴァン氏の声

が，切れ切れの文句となってあなたに届く jと開き手である「あなたjが登場

する O

このように語り手と開き手がその場面にいることが，この部分の描写からも

はっきりわかるが，さらに興味深いのは，この描写にかなりの時間の幅が含ま

れていることである C 特に広場全体の描写の， I丈匂の切れ端が，あちらこち

ら，聴衆の椅子を動かす音でかき消されていた。そして突然し..)が関こえ

た」は，ある長さの時間にわたる描写である O つまりその開エマと E ドルフは

語り手にいわば放っておかれたわけで，それを端的に示すのがその次のパラグ
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ラフの出だしの大過去時制である o rロドルフはエマに近づいて(しまって)
いたjすなわち，語ち手が気がついてみると，語り手の注意がほかに向いてい

る関に，彼らはさっき語り手が見たときよりも近づいていたというのであるO

ここで我々は，共進会の主賓であるリュヴァン氏の演説，それを見おろしなが

ら次第に親密な会話を交わしていくエマとロドルフ，そしてその両者に代わる

代わる注意を向けている語り手のほとんど登場人物としての姿を見て取ること

ができるG

この点で注目されるのが最初のパラグラフの推測表現である o r彼はおそら
く(peutーをtre)聞こえてはいただろうが，イ可も見えていなかったに違いない

(devait)J とは，全知であり内的焦点化も自由にできる三人称の語り手とは，

基本的に異質な認識である。シュタンツェんは， r局外の語り手が，ある種の
事柄についてはよく知らないと言い切るとき，すでにそこで作中人物化が始ま

っている*18Jと指摘している o rボヴァリ一夫人』の語り手は，始めと結末に

だけ姿を現すのではなく，物語の途中でもボヴァリ一夫妻の運命を彼らのすぐ

穿近にいて観察しているのであるO

このような作中人物としての語り手のあり方は，次のヨンヴイルの町の詔介

に顕著に現れているO この部分は第二部の冒頭 ボヴァリ一夫妻がヨンヴィル

に到着する場面の前に置かれている。町の説明は四ページあまりにわたる長い

ものだが，次のような現在時制の叙述で始まるO

“Yonville-L'Abbaye (ainsi nomrn己主 caused'une ancienne abbaye de Capucins 

do凶 lesr山町sn'existent rneme plus) est un bourg a h凶 lieuesde Rouen， entre 

la route d'Abbeville et celle de Beauvais， au fond d'une vall毛equ'arrose la 

Rieule， petite riviere qui空三J旦主 dansl' Andelle， apres avoir fait tourner trois 

moulins， vers son embouchure， et OU il y a quelques truites， que les garcons， le 

dimanche， s'amusent a pecher a la ligne." (MB p. 354) 

ヨンヴィルの町の{立置や近辺の地勢という，時間的に不変の事実だけが現在形
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で述べられているのではなく，町の名の由来である修道院の遺跡さえも〈今で

は〉もはや残っていないこと， 日曜5には男の子たちが釣りをして遊ぶ〈習慣

がある)こと，といった現在の時点に国有の描写が行われていることに注意し

たい。そしてこの後の描写は，具体的な旅程をたどるという設定で続けられて

いく O

“On quitte la grande route a la Boissiere et l'on continue a plat jusqu'au haut 

de la cote des Leux， d'ou l'on d毛couvrela vall民(...) Au bout de l'horizon， 

lors司u'onarrive， on a devant soi les chenes de la foret d'Argueil， (…) Au bas de 

la cote， apres le pont， commence une chauss台 plan民ede jeunes trembles， qui 

vous mene en droite ligne jusqu'aux premieres maisons du pays. (...) Cepe白E吋 a訂加n

les cou汀rs se font plus εtroites， les habitations se rapprochent. les haies 

disparaissent; (...) Puis. a travers une c1aire-voie. apparait unεmaison blanche 

(…)" (MB p.354-355) 

ここでの主語はやはり“on"であり “vous"が用いられていることも，これま

で見た描写と同じである O この現在持寄せでの旅程が進むに連れて，克える光景

iま1)レーの丘から流域を見渡すjという惰般的なものから.1アルグイユの森

の穫の木立J1ポプラの若木を植えた道J1町のはずれの家々J1庭は狭くなり，

家々は密接し，生け垣はなくなるJ1格子越しに白い家が現れる」というふう

に次第に低くて近い視点に変わり，我々はヨンヴィルの町で一番立派な公証人

の家の前に連れていかれるのであるO さらにこの具体的な視線は，墓地と教会

堂を挑め，その中に入って天井や措段，ステンドグラスや告解所のマリア復を

挑め，再び外に出て市場を観察し，次に才メーの薬局の庖構えを見てから奥に

入り， 1この他にはヨンヴイルにはもう何も見るものはない」と言って町を外

れて墓地に行く O 墓守のレスチブードワに関する逸話が紹介されるが，そこで

も単純過去とともに複合過去形と現在形が用いられている O

"Lors du cholera， pour l'agrandir， on ~ abattt1 un pan de mur et主主主里竺 trois
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acres de terre主 cot毛; (…) Le gardie九守山 esten 1ぽmetem ps fossoyeur et 

bedeau a l'eglise (…)， a profit~ du terrain vide pour y semer des pommes de 

terre. (…)臨むs，aujourd'hui encore， il continue la culture de ses 切るercules，et 

meme soぬ entavec aplomb qu'ils pousse民 naturellement." (MB p. 357) 

コレラの流行にともなって墓地が広げられたこと，その土地を利用して墓守が

ジャガイモを植えたことが複合過去で述べられているのは，それらの事件が語

り手が直接体験した身近なことだからであり，これらが現在語り手が直面して

いる「今でも相変わらず芋を作り続けて，自黙に生えるのだと言い張ってい

るjという状況に車接結びつくのである。そしてこの語り手は，この次に続く

段落で決定的に姿を現す。

“Depuis les evをnementsque l'on va raconter， rien， en effet， n'a chang毛a

Yonville. Le drapeau tricolore de fer-blanc tourne toujours au haut du clocher 

de 1モglise;la boutique du marchand de nouveau託sagite encore au vent ses 

deux banderoles d'indienne; les f使tusdu pharmacien， comme des paquets 

d'amadou blanc， se pourrissent de plus en plus dans leur alcool bourbeux， et， 

au-dessus de la grande porte de l'auちerge，le vieux loin d' or， d毛teintpar les 

pluies， montre toujours aux戸 ssantssa frisure de caniche." (MB p. 357) 

「これから語ろうとする出来事の後も ヨンヴィルでは何も変わっていない。j

と語るのは，物語の最後で姿を見せたあの語り手であり この現在時はボヴァ

リ一夫妻が死んで物語が終わってからしばらく時間がたった時点である O この

語り手は今でもこの町に住んで， I今でもブリキの三色旗がまわりJI小旗がま

だ風になびきJr胎児はますます薦りJr金獅子は今でもその結れ毛を見せてい
るjのを見ているのだ。
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3 .語る行為自体の物語化

これまで見てきたような，全知，遍在性を持つ局外の語り手が，独自の視線

や判断を持った存在として物語り世界に織り込まれていることは，この作品に

し味、なる意味を与えているのだろうか。

我々が fボヴアワー夫人』をレアリスム小説本 1'1として考えるとき，そこに

見ょうとする表現方法は語りの客観性であり，透明性である O 物語はあたかも

ゆがみのない透明なしンズを通したように我々に映し出されていなければなら

ない。物語の重接提示，すなわちミメーシスこそが，小説を現実の等価物たら

しめるからである O しかし我々が見たのはそれとは全く逆の 「語り手」とい

う審殺の物語世界への組み込みによる媒介性の強調であった。

この物語の媒介|主ということは，物語の中で注がれる語り手の視援に作意が

あること，そして用いられる言語が透明ではないことを意味する C 視線の有償

性についてはこれまで見てきたとおりだが，言語の不透明性に関しては，自由

間接文体とアイロニーの問題，そして比喰表現の問題が深く関わっている O 自

由間接文体については，加の機会に譲るとして，ここでは簡単に『ボヴアワー

夫人jの中の比聡表現の特徴を指摘して，結論に代えたいと思う G

アルベール・チボーデは，その著書『ギュスタヴ・フロベールjの中で，

f示、ヴァリー夫人jに辻強調された比捻表現が多く 彼の書簡集の比総が自然、

なのと比べると，非常に作為的であり，その効果は大してあがっていないと述

べている日。もちろん地の文に用いられた比聡表現には，自由間接話法の中に

含まれ，焦点化されている登場人物の連想を写したものも多しh しかしそれ以

外の部分で語り手の責任において喚起されるイメージにも 非常に具体的で

「作為jを感じさせるものが少なくない。次にあげるのは， レオンへの患いが

エマの内面に与えた変化と エマのロドルフへの恋心について述べた部分であ

るO

“Des lors， ce souvenir de Leon fut comme le centre de son ennui; ilヱE三till主主

Plus fort que， dans une steppe de Russie， un feu de voyageurs abandonn毛surla 
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旦皇室竺. Elle se precipitait vers lui， elle se blottissait contre， elle remuait 

delicatement ce foyer prをsde s'eteindre， elle allait cherchant tout autour d'elle 

ce qui pouvait l'aviver davantage; (…)" (MB p. 404) 

‘(…) Quel bonheur dans ce temps-la! quelle liberte! quel espoir! quelle 

abondance d'illusions! 11 n'en restait plus maintenant! Elle en avait depense a 

toutes les aventures de son ame， par toutes les conditions successives， dans la 

virginite， dans le mariage et dans l' amour; -les perdant ainsi continuellement le 

long de sa vie， comme un voyageur qui laisse quelque chose de sa richesse a 

tOl府sles auberges de la route." (MB p. 449) 

fそれ(レオンの思い出)はロシアの荒地の雪の上に旅人が残していった焚き

火よりも強く燃えさかっていたJI旅の全ての宿に自分の財産のいくらかを

残していく旅人のように，それらをこうして人生の途上で絶え間なく使い果た

してしまいながらjは，どちらもエマの心理を解剖するために語り手が持ち出

した，非常に具体的なイメージであるO しかもこれらは静的なイメージではな

く，それ自体が一つの物語を喚起する動的なメタファーとなっていて，その新

たな物語がエマの物語をさらに増幅してゆくのであるO このようなイメージは，

いわば「たとえ話Jとしての機能を果たしているわけで，語り手の役割に固有

のメタファーだといえるだろう O さらに次の例は物語世界内に比較の対象が採

られている，いわゆる「循環的メタファーJであるO

“Leon ne savait pas， lorsqu'il sortait de chez el1e desesp長re，qu'elle se levait 

derriere lui， afin de le voir dans la rue. Elle s'inquietait de ses d毛marches;elle 

epiait son visage; elle inventa toute une histoire pour trouver pretexte a visiter 

sa chambre. La femme du pharmacien lui semblait bien heureuse de dormir sous 

le mをmetoit; et ses pensees continuellement s'abattaient sur cette maison， comme 

ies pigeons du Lion d 'or qui venaient tremper la， dans les gouttieres， leurs pattes 

roses et leurs ailes blanches." (MB p. 389) 
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「そして彼女の考えは， r金獅子』の鳩の群が，その薄紅色の足と白い翼を樋の
中に浸すためにこの家にやってくるように いつもこの家に舞い降りるのだっ

たjとは.r金獅子jの鳩の群をいつも見ている語り手から「自然」に出てく
るはずの比較表現なのである O

この一連の具体的なイメージは，官頭で指摘したこの作品の個人的な語り口

と蕪関係ではなしミ。そしてここまでの考察の結果から結論できることは，これ

らの主観的な表現は，作家フロベールの個人的信条の直接反映として解釈され

るべきものではなく，小説世界に一人の住人として設定された「語り手jの人

となりを想起させるための フィクションの一部であるということである O

fボヴァリ一夫人jの語り手は，その機誌上全知と遍在性を備えてはいるが，

決して「神jのようには抽象的な存在ではない。それはこの時代未だ誰も考え

つかなかった， r作家jと「語り手jの審級の決定的な違いをフロベールが感
じ取り， r語り手」を作中人物に押しつけることで， r作家Jの創造主としての
透明性を救おうとしたのかもしれない。物語を語るとし追う行為は倫理的に潔白

(innocent)ではあり得ないのである。

Jacqueline Authier-Revuz はディスクールに含まれる「他者性Jを二つに分

類している*九一つは他者のものとしてはっきり示されるディスクールの部分

であり，引用符，イタリック，様相表現といった明確なマーカーによって指示

される O もう一つはディスクールに本箕的に内在する f他者jであり，バフチ

ンのディアロジスムや間テクスト性 あるいは精神分析の領域で開題にされる，

f私の言葉jに潜む「也者jである O そして後者のおaparle)にディスクー

ルを委ねる試みが，フロベールの f紋切り型辞典jであると Authier-Revuz は

論じている O

この「語る行為に不可避的に内在する諌腐さ」というテーマは，フロベール

の最後のふ説である fブヴアールとベキュシェ』に結実することになるが，こ

のテーマがおぼろげながらも具現し，そして人格化したのが，常識的な髄値判

断と時に凡庸な想像力を持った，この『ボヴァリ一夫人』の語り手であると言

えるだろう O そして語る行為のフィクションへの取り込みは，物語の自己言及
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性を生み出す。この自己言及性こそが この作品にレアリスム小説としての枠

を越えさせ， r物語」そのものを象鍛的に表象する作品たらしめたのである O
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